
◆施策体系別主要事業

　

習志野市後期基本計画（平成２０年度～２６年度） 施策の体系

１．豊かな人間性と暖かさを育むまち （１） 豊かな人間性を育む教育の推進

（２） 保健･医療･福祉環境の整備

（３） 市民と行政との「協働型」社会の実現

（４） 地方分権時代を踏まえたまちづくりの推進

２．都市と自然が共生したまち （１） 環境政策の充実

（２） 自然環境の保全・活用

（３） 美しい都市環境の創造

３. 安全で安心な暮らしができるまち （１） 安全で安心なまちづくりの推進

（２） 効果的な土地利用の推進

（３） 快適な生活環境の創造

（４） 地域情報化の推進

習志野市では、平成１３年度から市制施行６０周年を迎え

る平成２６年度に向け、まちづくりの指針となる新しい基本

構想を定め、それに基づく基本計画を策定しました。

その基本計画の施策の体系に基づき、主要事業を分類し、



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）豊かな人間性を育む教育の推進
１．生涯学習、生涯スポーツ、 59,695 ・生涯学習の推進 教育委員会

芸術・文化活動の振興 　　市民カレッジの運営、生涯学習市民会議の開催、習志野かるた
　大会の開催等、生涯学習の推進を図る。

◆生涯学習推進事業 13,961

・公民館講座の実施
　　講座の実施により学習機会を提供し、生活文化と生涯学習の振興
　を図る。

◆公民館講座費 6,620

○市民スポーツ指導員活動の推進
　　市民スポーツ指導員を中心として軽スポーツを実施し、
　コミュニティスポーツの普及を図る。また、新たな市民
　スポーツ指導員養成講座の開催。

◆市民スポーツ指導員活動事業 2,036

◎生涯学習施設の耐震診断の実施
　　屋敷公民館、大久保図書館、藤崎青年館、あづまこども会館、
　暁風館の耐震診断を行う。

◆公民館耐震診断事業 2,200

◆図書館耐震診断事業 2,450

◆青年館耐震診断事業 1,590

◆こども会館耐震診断事業 1,590

◆体育施設耐震診断事業 1,730

○公民館施設の整備
　　谷津公民館屋上防水改修工事の実施。

◆公民館施設整備事業 10,518

・谷津貝塚埋蔵文化財の発掘調査（本調査）の指導・助言
◆谷津貝塚調査事業 2,908

○第65回国民体育大会の開催準備 総務部
◆第65回国民体育大会開催事業 13,158

◎第10回障害者スポーツ大会の開催準備
◆第10回障害者スポーツ大会開催事業 934

２．次代をひらく学校教育の 2,010,919 ・幼稚園施設補修整備の実施 こども部
充実 ◆幼稚園整備事業 27,320

・私立幼稚園等就園奨励
　　私立幼稚園・類似施設在園児の保護者に対する保育料の補助

◆幼稚園奨励費補助費 112,409

・幼稚園預かり保育の実施
・幼稚園児等宿泊保育の実施
　　東習志野こども園５歳児及び市立幼稚園年長児対象
　　(場所：鹿野山尐年自然の家)

◆幼稚園運営保育費 68,878

・小・中学校備品特別整備事業の実施 教育委員会
　　小・中学校に対して、学校管理や教育振興に係る備品を
　特別整備し、学校教育の充実を図る。

◆小学校備品特別整備事業 5,706

◆中学校備品特別整備事業 5,237

・小・中学校施設維持管理及び施設改善整備事業の実施
◆小学校施設管理事業 44,160

◆小学校施設改善整備事業 46,200

◆中学校施設管理事業 19,680

◆中学校施設改善整備事業 29,000

○小学校大規模改造事業の実施
　①秋津小学校校舎耐震補強大規模改造設計委託
  ②鷺沼小学校旧館耐震補強大規模改造変更設計委託
　③袖ヶ浦西小学校体育館耐震補強大規模改造設計委託
　④谷津小学校吹付けアスベスト対策工事設計委託
　⑤屋敷小学校吹付けアスベスト対策工事設計委託
　⑥大久保小学校耐震補強大規模改造Ⅱ期工事
　⑦実花小学校耐震補強大規模改造Ⅱ期工事
　⑧香澄小学校大規模改造Ⅱ期工事
　⑨実籾小学校新館吹付けアスベスト対策大規模改造Ⅰ期工事
　⑩谷津南小学校プール改修工事

◆小学校大規模改造事業 659,540

○中学校大規模改造事業の実施 　
　①第五中学校A棟耐震補強大規模改造設計委託
　②第二中学校ワゴンプール室増築確認申請業務委託
　③第二中学校教室棟大規模改造Ⅱ期工事
　④第一中学校体育館吹付けアスベスト対策耐震補強大規模改造工事
　⑤第二中学校ワゴンプール室増築工事

◆中学校大規模改造事業 306,390

○津田沼小学校全面改築事業の実施
　　津田沼小学校全面改築のための、用地取得や基本・実施設計を
　行う。

◆津田沼小学校全面改築事業 179,380

◎総合教育センターの耐震診断の実施
◆総合教育センター耐震診断事業 2,530

１．豊かな人間性と暖かさを育むまち　　　5,114,032　千円

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

◎給食センターの耐震診断の実施 教育委員会
◆給食センター耐震診断事業 4,990

・校外活動事業の実施
◆校外活動事業 20,025

・鹿野山セカンドスクールの実施（場所：鹿野山尐年自然の家）
　　市立小学校4～6年生対象
　　向山小1～6年生対象

◆鹿野山セカンドスクール事業 15,830

・富士吉田自然体験学習の実施
　　市立中学校２年生対象（場所：富士吉田青年の家）

◆富士吉田自然体験学習推進事業 2,993

・ならしの学校音楽祭の実施
◆ならしの学校音楽祭事業 697

・各中学校区に読書指導員の配置
◆教育文化推進事業 15,243

・各中学校に生徒教育相談員の配置
◆児童･生徒教育相談員推進事業 5,922

・各中学校にスポーツエキスパートの配置
◆スポーツエキスパート推進事業 1,141

・習志野高校にスクールカウンセラーの配置
◆スクールカウンセラー配置事業 2,024

○英語指導助手の配置(小・中学校)
　　新学習指導要領において小学校５・６年生の英語が必修となる
　ことから、小学校配置のＡＬＴを増員する。

◆英語指導助手招請事業 40,452

○特別支援教育の推進
　　子どもの障害に応じた適切な特別支援教育を推進するため、学校
　配置の介助員を９校から１２校（小学校１０校、中学校２校）に
　拡大する。

◆特別支援教育推進事業 82,175

・給食センター備品特別整備事業の実施
　　調理場内の備品を整備し、学校給食の充実を図る。

◆給食センター備品特別整備事業 4,066

○情報教育の推進
　　小･中学校における教育ネットワークの整備・拡充を図る。

◆小学校パソコン推進事業 70,510

◆中学校パソコン推進事業 38,111

・不登校児童・生徒の解消に向けた適応指導教室の効果的な運営
◆適応指導教室推進事業 310

○高等学校防災対策事業の実施
　　習志野高校第二体育館耐震補強大規模改造工事

◆高等学校防災対策事業 200,000

３．学校、家庭、地域が一体 172,073 ・幼稚園親子ふれあい支援 こども部
となった教育の推進 　　子育てふれあい広場の開催

 ◆幼稚園親子ふれあい支援事業 132

・放課後児童会の充実 教育委員会
    放課後児童会相談員を１名から２名に増員。

◆放課後児童会運営費 171,501

○青尐年健全育成の推進
    携帯電話等のトラブルから青尐年を守るための市民啓発用
　パンフレットの作成。

◆青尐年問題協議会費 440

（２）保健・医療・福祉環境の整備
１．保健･医療の充実 334,655 ○妊婦健康診査の公費負担の拡大 保健福祉部

　　安心で、安全な妊娠・出産ができるための支援として、妊婦健
　康診査の公費負担を５回から１４回に拡大する。

◆母子健康診査事業 146,069

○乳がん検診の対象年齢の拡大
　　３０歳代の超音波検診を実施する。

◆がん検診 129,918

○高齢者口腔機能チェック事業の拡大
　　成人歯科健診の対象とならなかった６５歳、７５歳、８０歳
　の方への口腔機能チェックを、７０歳の方と合わせて介護予防の
　一環として実施する。

◆介護予防普及啓発事業 7,416

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

◎新型インフルエンザ対策 保健福祉部
　　新型インフルエンザ発生に備え、「習志野市新型インフルエンザ
　対策庁内検討委員会」を設置し、危機管理体制を構築するとともに
　新型インフルエンザ対策行動計画を策定する。

◆新型インフルエンザ対策事業 593

○「健康なまち習志野」計画推進月間の設定
　「健康なまち習志野」推進月間を定め、推進の重点テーマを設定し
　効果的な計画の周知、推進を図る。

◆「健康なまち習志野」計画推進事業 563

・非課税世帯の６８歳・６９歳または６５歳以上７０歳未満で６ｹ月 市民経済部
以上寝たきり状態で他人の介護を必要とする者に対し医療費の自己
負担額の一部を助成する。

◆高齢者医療助成事業 32,406

◎後期高齢者医療制度の被保険者が死亡した場合、葬祭を行った人に
対し、葬祭費の助成を行う。

◆後期高齢者医療制度葬祭費助成事業 14,680

◎後期高齢者の健康増進を支援し、医療費の抑制に繋げて行くため
人間ドックの助成を行う。

◆後期高齢者人間ドック助成事業 3,010

２．地域福祉の充実 22,978 ◎新総合福祉ゾーン複合施設整備事業 保健福祉部
　 新総合福祉ゾーンへの特別養護老人ホームを中心とする高齢者や
　障害者の施設、療育相談センター、市民交流スペース等の複合施設
　の建設に向け、民間活力の導入を基本に、施設整備に係る整備構想
　の策定を委託する。

◆新総合福祉ゾーン複合施設整備事業 3,470

○第２斎場設備事業（四市複合事務組合）
　　習志野市、船橋市、鎌ヶ谷市、八千代市の４市複合事務組合事業
　として、平成20年度に選定した用地を、取得、建設に向けた準備作
　業に取り組む。

◆四市複合事務組合運営費 19,508

３．高齢者福祉･障害者福祉･ 2,204,334 ・第4期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の実施 保健福祉部
児童福祉などの充実 　　　平成21年度から23年度の3年間、新たに策定した計画に基づき高

　　齢者施策及び介護保険事業を実施する。今期の計画においては、
　　更なる高齢者セーフティネットの充実や、介護予防の重視などを
　　重要施策としている。

・セーフティネットの充実
　・高齢者を地域で支える検討会議
　　　各福祉分野の有識者による検討委員会において、今後、地域で
　　高齢者を支える施策を検討し、実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆高齢者を地域で支える検討会議費 352

　・災害時要援護者支援事業の充実
　　　平成20年度に制度化した「災害時要援護者支援者名簿」及び
　　個別の「避難支援計画書」を関係者で共有した中で、避難支援
　　が円滑に実施できるよう事業の充実を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆災害時要援護者支援事業 1,000

　・高齢者生活援護給付金支給事業
　　　介護保険の要介護４又は５と認定された市民税非課税世帯に
　　属する高齢者に対し年額25,000円の生活援護給付金を支給する。

　　　　　　　　◆高齢者生活援護給付金支給事業 9,975

　・高齢者入院療養給付金支給事業
　　　低所得の７５歳以上の方の入院医療費の軽減を図るため、
　　３０日以上の入院に対し、年額25,000円を支給する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　高齢者入院療養給付金支給事業 5,275

○老人福祉センター土曜日開館の実施
　　土曜日を開館することにより、利用者の利便性を高め、高齢者の
　健康維持・介護予防に寄与する

◆東部保健福祉センター運営費 48,108
◆さくらの家運営費 70,340

◎発達障害等支援施策の実施
　　発達障害等、発達に課題を有する子どもに対する個別支援計画の
　策定・運用をはじめ、本市の発達支援施策の充実を図る。

◆発達障害等支援事業 742

◎地域生活体験事業の実施
　　施設・病院・在宅等から地域生活への移行を希望する障害者
　に対し、一時的に居住の場（グループホーム、ケアホーム）を提供
　し、日常生活を体験することにより、地域生活への移行を支援す
る。

◆障害者自立生活支援事業（地域生活体験事業） 342

○障害児童に対する支援施策の充実
　　夏休み等の日中活動を支援するため、サービス提供の基盤を
　整備する。

◆地域生活支援事業（日中一時支援） 67,040

○コミュニケーション支援事業の充実
　　聴覚障害者の社会参加を支援するため、手話通訳者等育成事業
　及び手話奉仕員等養成講座を実施し、聴覚障害者に対する
　意思疎通の円滑化を図る。

◆地域生活支援事業（コミュニケーション支援事業） 4,947

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

○福祉タクシー券給付事業の見直し 保健福祉部
　　利用対象者を本人住民税非課税者とする。また、現在の利用対象
　者に精神障害者保健福祉手帳1級所持者及び身体障害者で人工透析を
　必要とする方を新たに加え事業の拡充を図る。

◆地域生活支援事業（福祉タクシー料金助成） 33,686

◎高等学校等進学促進事業
　　被保護世帯の中学生を対象に、基礎学力の習得及び高等学校進学
　に向けた個別指導を実施する。

◆高等学校等進学促進事業 1,072

○花の実園の運営の充実
　　障害者自立支援法に基づく法定施設に移行し、従来の就労継続支
　援事業と生活介護事業を実施する。併せて、本場と分場を統合し、
　機能拡大した施設において定員を拡大し、今後の利用者の受け入れ
　体制の充実を図る。

◆花の実園運営費 58,233

◎東習志野ヘルスステーションの移転及び東習志野地域包括支援セン
　ターの委託について

　　現在、東習志野コミュニティセンター内にある東習志野ヘルス
　ステーションと東習志野地域包括支援センターを実籾県営住宅内
　ブレーメンモデル事業で建設される施設に移転する。
　　また、ヘルスステーションと地域包括支援センターの体制強化
　を図り、地域における保健活動並びに高齢者相談支援事業の充実
　を目的に、地域包括支援センターの業務を順次委託する。今年度
　は、東習志野地域包括支援センターを委託する。

◆東習志野ヘルスステーション移転事業 1,291
◆東習志野地域包括支援センター運営事業 17,595

○高齢者相談員による地域活動の充実
　　高齢者相談員を41名以内から48名以内に増員し、地域活動支援の
　充実を図る。

◆地域介護予防活動支援事業 912

○介護サービスの向上
　　介護相談員を10名から12名に増員し、活動体制の充実を図る。

◆介護相談員派遣事業 856

◎保健福祉施設耐震診断の実施
　　保健会館、総合福祉センター1期棟（あかしあ学園・あじさい学
　園・ひまわり学園）、Ⅱ期棟（さくらの家、等）、東部保健福祉セ
　ンター敷地内作業所（陶芸小屋）の耐震診断を実施

◆保健会館耐震診断事業 2,734
◆福祉センター等耐震診断事業 9,521

◆福祉センター1期棟耐震診断事業 5,116

・子育て支援先端企業認証制度の推進 こども部
　　「仕事と子育ての両立支援」に積極的に取り組んでいる企業を募
　集し、子育て支援先端企業として認証することで、市内企業の
　「仕事と子育ての両立支援」への取り組みを促進し、子育ち・
　子育てを地域（みんな）でささえるまちづくりを進める。

◆次世代育成支援対策事業 2,842

◎こども園の整備
　　（仮称）杉の子こども園建設に向けて、建設設計を実施する。
　（２１・２２年度継続事業）
・東習志野こども園の整備

◆こども園整備事業 24,804

・若松保育所の改築設計
　　老朽化及び保育需要に対応するための改築工事に向けた設計を
　行う。（２０・２１年度継続事業）

◆若松保育所改築設計事業 2,544

◎若松保育所改築事業
　　老朽化及び保育需要に対応するため改築工事を行う。
　（２１・２２年度継続事業）

◆若松保育所改築事業 138,593

・民間認可保育所かすみ保育園の運営費の支弁・補助
◆民間認可保育所運営費助成事業 152,316

◎保育所施設耐震対策の実施
   耐震診断結果による大久保保育所及び谷津保育所の耐震対策を
　 実施

◆保育所耐震対策事業 77,692

・保育所施設補修整備の実施
◆保育所整備事業 52,950

・民間認可外保育施設の施設賃借料の助成
◆民間保育施設助成事業 19,145

・民間保育施設に通う児童の保護者に対する助成
◆民間保育施設入所児童助成事業 20,200

・幼児教室等施設に対する賃借料の助成
◆幼児教室等施設費助成事業 200

・誕生の記念に絵本を贈呈
　　乳幼児期から言葉と心を育むために４カ月健康相談の場に
　おいて、絵本を贈呈し、絵本との出会いの機会をつくる。

◆ブックスタート事業 1,433

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

◎子育て応援ステーション事業の創設 こども部
　　乳幼児を連れて外出する家族が外出中に授乳やおむつ交換など
　で、立ち寄ることができる場を提供し、安心して乳幼児を連れて
　外出できる環境を整える。

◆子育て応援ステーション事業 100

・子どもの医療費を助成
　　保険診療に係る乳幼児の入通院及び小学生の入院医療費の無料
　化を継続する。

◆子どもの医療費等助成事業 323,007

○ファミリー・サポート・センター事業の充実
　　平成２１年４月より、現在のファミリー・サポート・センターの
　機能にショートステイのメニューを追加し、地域ぐるみで子育てを
　支援する。

◆ファミリー・サポート・センター運営事業 8,762

◆家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業 2,687

◆ショートステイ・ファミリー・サポート・センター運営事業 155

・児童虐待防止に向けたネットワークの充実
　　行政機能や地域の関係者で構成する要保護児童対策地域協議会
　により、関係機関が連携しながら、虐待を受けている等の保護を
　必要とする児童の早期発見や適切な保護を図る。

◆ならしの虐待防止ネットワーク事業 244

・育児支援家庭訪問事業の推進
　　養育困難な家庭を訪問し、保護者に子育ての過重な負担がかか
　る前に保健師等が専門的な支援を行い、保護者が安定した養育環
　境の中で子育てを行うことにより、児童虐待の未然防止を図る。

◆育児支援家庭訪問事業 169

・つどいの広場事業（きらっ子ルーム）
　　市内２カ所のきらっ子ルームにおいて、乳幼児をもつ親子が気軽
　に集い、交流を図ったり、子育て相談等を行う。

◆つどいの広場事業 7,464

・児童手当の支給
　　小学校６年生までの児童を養育している者に手当てを支給する
　ことにより、家庭における生活の安定に寄与する。

◆児童手当支給事業 1,029,890

（３）市民と行政との「協働型」社会の実現
１．市民と行政との｢協働型｣ 117,758 ・広報習志野の作成、発行及び配布 企画政策部

社会の実現 ◆広報習志野発行事業 53,467

・ＣＡＴＶのコミュニティチャンネルを利用した広報番組の制作と
　放映

◆映像等制作事業 16,879

○ホームページによる情報提供と、広報番組の動画配信。
◆ホームページ運営・管理事業 9,986

・市内施設地図の発行
◆市内案内冊子発行事業 1,429

・男女共同参画に関する講座等の開催
◆男女共同参画啓発事業 965

・男女共同参画基本計画評価部会の設置
◆男女共同参画推進事業 538

・市民協働の推進及び市民協働インフォメーションルームの運営
◆市民協働推進事業 4,752

・市民からの緊急の苦情等に迅速に対応する。 総　務　部
◆緊急苦情等対策事業 9,239

・まちづくり会議が策定したまちづくりプランの具体化
　(地域へ補助金として支出するもの)
　　＊地域花いっぱい事業

◆パートナーシップ事業 1,350

・集会所の修繕
　　香澄集会所の修繕に対し補助を行う。

◆地域集会所整備事業 2,000

・まちづくり会議活動費･連合町会運営費補助・地域まつり等
　自治活動の支援

◆自治振興事業 9,685

・平和活動の推進
    長崎市平和祈念式典市民派遣及び核兵器廃絶平和祈念行事を
　実施する。

◆平和活動推進事業 1,437

・習志野らしさを生み出し、ふるさと意識を育む市民まつりの開催 市民経済部
　支援

　◆市民まつり開催補助事業 5,000

・青尐年防犯対策の充実 教育委員会
　　青尐年防犯対策として地域住民の協力により
  「こども110番の家」の拡充を図る。

◆青尐年センター運営費 1,031

予  算 事業費 担 当 部事　　　項



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（４）地方分権時代を踏まえたまちづくりの推進
１．地方分権時代を踏まえた 191,620 ・行政事業を事務事業や施策の単位で評価し、事業の見直しや予算 企画政策部

まちづくりの推進 　編成、計画立案時に活用できるよう取り組む。
◆行政評価システム事業 646

○市の徴収金の収納率向上 財　政　部
    調査の充実を図り、積極的な滞納処分を執行することにより
  収納額の確保に努める。
　　滞納処分強化の一環として、インタ－ネット公売を実施する。

◆徴収事務費 150,416

・経営改革の推進
    集中改革プランの最終年度に向けた総括的な取り組みを推進する
　とともに、庁内経営改革組織及び経営改革懇話会での検討を進め、
　自治体経営の視点から平成２６年度を目途とする次期集中改革プラ
　ンの方向性と骨格を示す。

◆経営改革推進事業 15,860
◆経営改革懇話会費 658

・住民参加型市場公募地方債(はばたき債)の発行
　　住民の行政への参加意識の高揚を図ると共に、地方債の公募化を
　通じて、資金の調達手法の多様化を図る。

◆市場公募債発行事業 3,323

・市民参加型補助金の実施 企画政策部
　　市民の視点からの自由な発想を活かし、市民活動団体が行う公益
　的な事業に対して、経費の一部を補助する。

◆市民参加型補助金助成事業 6,200

◎新たな連絡所の開設 市民経済部
　　ＪＲ津田沼駅南口の商業施設内に連絡所を開設し、土曜・日曜　
　や夜間にも窓口サービスを提供する。

◆連絡所開設費 14,517

２．都市と自然が共生したまち　　　　　　1,933,063　千円
◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）環境政策の充実
１．総合的な環境施策 1,022,202 ◎市民環境大学の開講 環　境　部

◆環境学習事業 452

◎地球温暖化防止への対策
　地球温暖化防止に向けて推進員を配置し、市民に対し地域推進計画
　の周知を図る
　エネルギーの有効活用を図るため、太陽光発電システムの普及促進

◆地球温暖化対策事業 2,357

◆太陽光発電システム設置費補助事業 3,253

・ごみの減量及びリサイクルの推進
    有価物回収運動の奨励
　  分別・リサイクル推進の啓発

◆有価物回収運動奨励事業 49,535

・習志野市空き缶等の投棄、違反ごみ出し並びに飼い犬及び飼い猫
　のふんの放置をしないまちづくり条例の推進
 　 きれいなまちづくりの日事業（ごみゼロ運動等）
　  歩きたばこポイ捨てマナーアップ

◆きれいなまちづくり推進事業 5,539

・レジ袋の削減と過剰包装抑制のため、消費者・事業者・行政が協働
　で、マイバッグ普及のための啓発活動を展開

◆マイバッグ普及推進事業 1,166

・環境の調査
    大気・水質・土壌及び騒音振動環境調査
　  ダイオキシン類環境調査
    水質環境ホルモン調査他

◆環境調査事業 13,010

・地下水の汚染対策
　　地下水汚染物質除去対策
　　地下水水質調査他

◆地下水汚染対策事業 14,331

・芝園清掃工場の運営
　　大気汚染防止法の改正によるダイオキシン類等の排出基準強化に
　対応すべく、平成１４年１１月から新しい清掃工場を稼動し、溶融
　生成物の再資源化、余熱を利用した発電等、ごみの適正処理を
  行う。

◆芝園清掃工場運営費 932,559

（２）自然環境の保全・活用
１．自然環境の保全･活用 3,598 ・ホタルの生息地づくりワークショップ 環　境　部

◆実籾自然保護地区ビオトープ構築事業 113

・谷津干潟の保全
    アオサの除去事業他
　  谷津干潟の日行事他

◆谷津干潟保全事業 3,339

・湿地交流に伴う市民交流、学校間交流実施 環　境　部
◆湿地交流事業 146

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部

担 当 部予  算事　　　項 事業費



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（３）美しい都市環境の創造
１．美しい都市環境の創造 907,263 ・公害の防止･生活環境の維持改善や、都市景観の保持を目的と 環　境　部

　した谷津干潟公園の取得費償還
◆習志野地区共同福利施設建設事業 596,983

・緑地・緑道・街路樹の維持管理及び環境整備
◆緑地・緑道・街路樹整備事業 3,500

・ハミングロードの再整備
  　ハミングロード施設改修他

◆ハミングロード再整備事業 20,000

○ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業で配置される近隣（防災）
　公園の公共施設管理者負担金他

◆近隣（防災）公園整備事業 253,000

・専門業者による遊具の安全点検、それに伴う修繕工事
◆遊具等安全整備事業 33,780

３．安全で安心な暮らしができるまち　　　4,925,988　千円
◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）安全で安心なまちづくりの推進
１．防災対策の充実 90,445 ・国民保護計画の推進 総  務  部

◆国民保護計画推進事業 446

・総合防災訓練の実施
◆総合防災訓練事業 2,662

・自主防災組織の拡充及び強化
◆自主防災組織事業 7,829

・防災行政用無線固定系子局の増設工事及び音響調整
◆防災行政用無線事業 7,143

○ 耐震性井戸付貯水槽の改修工事及び保守維持管理
◆飲料水供給対策事業 4,207

・昭和５６年５月以前に建築された木造住宅の耐震診断の実施 都市整備部
◆木造住宅耐震診断事業 500

○救急救命士を含む救急隊員の養成及び再教育 消防本部
◆救急隊員研修事業 9,361

・住宅用火災警報器の普及促進
◆火災予防推進事業 840

・高規格救急車・高度救命処置用資機材（谷津分遣所）、消防ポンプ
　自動車（第５分団）の更新

◆消防車両等整備事業 49,500

◎実籾分遣所の建替えに向け、基本設計を委託する。
◆実籾分遣所建替事業 7,957

２．防犯･交通安全対策の充実 36,687 ・防犯講演会等の開催、啓発物品の配布、「キラット・ジュニア防 総　務　部
  犯隊」の充実

◆犯罪のない安全で安心なまちづくり事業 3,692

・地域防犯活動促進に向けた情報提供や物品の貸与等の支援
◆地域防犯活動支援事業 813

・安全で安心なまちづくり協議会において、防犯に関する基本的施策
  ・事項を調査・審議する。

◆安全で安心なまちづくり協議会 182

・交通安全施設の整備 都市整備部
　　交通安全施設の整備として、道路反射鏡、ガードレール、道路
　照明灯、標識等の設置工事を実施。
　　また、安全対策として防犯灯設置工事を実施する。　　　

◆交通安全施設整備事業 32,000

３．消費者保護対策の充実 5,515 ・消費生活相談員を中心とした消費生活相談の実施及び啓発 総　務　部
◆消費生活相談事業 5,065

・消費生活展の開催
◆消費生活展開催事業 450

（２）効果的な土地利用の推進
１．効果的な土地利用の推進 394,633 ・ＪＲ津田沼駅南口地域の活性化と市の安定的な財源確保を目的とし 財　政　部

　た土地活用を目指し、民間が有するノウハウを活用した「プロポ－
　ザル方式」により、事業を推進する。

◆仲よし幼稚園跡地活用検討事業 2,600

・実籾５丁目市有地の有効的な活用方法について、市としての利用計
　画を策定し事業の実現化を図る。

◆実籾５丁目市有地活用検討事業 2,320

・ＪＲ津田沼駅南口周辺の開発整備 都市整備部
    組合施行による土地区画整理事業実施に要する経費の一部を負担
　及び補助する（３・４・１９号線に係る移転補償費、埋蔵文化財調
　査他）。また、まちづくり交付金事業に係る中間評価のための調査
　を行う。

 ◆ＪＲ津田沼駅南口周辺地域開発整備事業 4,547

 ◆ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業 325,500

事　　　項

担 当 部

事業費予  算 担 当 部

事　　　項 予  算 事業費



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

・京成実籾駅南口の開発整備 都市整備部
　　南口駅前広場の整備にあたり、駅前広場部分の用地買収等を
　実施する。

 ◆京成実籾駅南口開発整備事業 58,703

・市街化調整区域土地利用の検討 企画政策部
◆市街化調整区域土地利用検討事業 600

・習志野郵便局旧局舎跡地の施設整備について様々な手法を検討
　しながら、平成21年度は旧局舎の解体工事を債務負担行為で行う。

◆習志野郵便局旧局舎跡地整備事業 363

（３）快適な生活環境の創造
１．都市基盤の整備･充実 4,274,207 ・津田沼処理区(整備面積　6.14ｈａ) 都市整備部

　(処理場補助)①水処理施設増設工事(土木工事、H20～21継続事業)
　　　　　　　②汚泥棟耐震補強・改築及びアスベスト除去工事
　　　　　　　　(H20～21継続事業)
　　　　　　　③送風機室建築工事 (H21～22継続事業)
　　　　　　　④水処理設備工事 (H21～22継続事業)
　　　　　　　⑤送風機機械設備工事 (H21～22継続事業)
　　　　　　　⑥水処理運転操作監視制御設備電気工事
　　　　　　　　(H21～22継続事業)
　　　　　　　⑦沈砂池、汚泥処理設備実施設計委託
　　　　　　　　①～⑦いずれも日本下水道事業団に委託
　(補助)面整備事業  Ｌ＝319.6ｍ  藤崎３・４丁目地区
　　　　面整備の他、合流式下水道改善計画策定業務委託など
　(単独)面整備事業  Ｌ＝1,519.6ｍ  藤崎３・４・５丁目、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 鷺沼５丁目地区

 ◆津田沼処理区処理場補助事業 2,093,800

 ◆津田沼処理区補助事業 192,000

 ◆津田沼処理区単独事業 407,761

・印旛処理区(整備面積　7.09ｈａ)
　(補助)面整備事業  Ｌ＝135.8ｍ 
　　　　大久保１丁目地区
　(単独)面整備事業  Ｌ＝1,622.7ｍ
　　　　大久保１丁目、屋敷１・５丁目地区

 ◆印旛処理区補助事業 11,000

 ◆印旛処理区単独事業 320,029

・高瀬処理区(整備面積　6.06ｈａ)
  (単独)面整備事業　Ｌ＝591.1ｍ  谷津５丁目地区

◆高瀬処理区単独事業 344,303

・都市計画道路３･３･３号線の整備
  （第２工区）
　　　区間  都計道３･４･９号線～市道00－009号線
　    施行延長　635ｍ  基本幅員　22ｍ
 　   千葉県が事業主体となり実施。

 ◆３・３・３号線整備事業 97,223

・都市計画道路３･３･１号線の整備
   　 区間  区画整理区域北側境界～興和電機前
 　   施行延長  607ｍ  基本幅員　24ｍ
　    千葉県が事業主体となり実施。

 ◆３・３・１号線整備事業 120,021

・都市計画道路３･４･１１号線の整備
　　　区間　都計道３・４・１５号線～３･４･４号線(梅林園)
  　  施行延長  874ｍ　基本幅員　16ｍ
　　　道路築造工事、浸透下水工事など

 ◆３・４・１１号線整備事業 171,497

・都市計画道路３･４･４号線の整備
　　　区間　都計道３･４･１１号線(梅林園)～千葉市境
  　  施行延長　356ｍ  基本幅員　18ｍ

 ◆３・４・４号線整備事業 22,679

・道路の改良
　　　道路補修等　８路線
　　　市内排水補修、電柱移設補償、私道整備工事

 ◆道路改良事業 150,500

・環境整備
　　  交通バリアフリー法・福祉環境整備基準等に適応した歩道及び
　    駅前広場の改善。

 ◆環境対策事業 4,000

・鷺沼中央跨線橋の耐震対策
　　　昭和４８年に架設し、緊急輸送道路として位置づけられている
　　鷺沼中央跨線橋の耐震対策を3ヵ年事業で行なう。
　　(H20：アプローチ部、H21：京成線・H21：JR軌道上跨線橋部)

◆鷺沼中央跨線橋耐震対策事業 53,300

◎市道00－101号線の道路拡幅
　　　ＪＲ津田沼駅南口土地区画整理組合に対する公共施設管理者
　　負担金(用地取得費分)

◆市道00-101号線道路拡幅整備事業 150,700

◎ＪＲ津田沼駅南口駅前広場ペデストリアンデッキの改良
　　　バリアフリー基本構想に基づく道路特定事業計画による
　　デッキ改良工事

◆JR津田沼駅南口駅前広場ペデストリアンデッキ改良事業 40,500

事　　　項 担 当 部予  算 事業費



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

○コミュニティバスの本格運行（京成津田沼駅ルート）及び実証運行 企画政策部
　（京成大久保駅、実籾駅ルート）を行う。　
　実証運行については、効果等の調査・検証を行う。

◆コミュニティバス運行事業 94,894

・ガス事業 企業局

　本支管工事　9,400ｍ

・水道事業

　本支管工事　6,400ｍ

２．住宅政策の充実 72,644 ○鷺沼台団地受水槽改修工事、東習志野団地３号棟排水管改修工事 都市整備部
　香澄団地受水槽補修工事の他、引続きライフラインを中心とした
　維持補修工事等を行なう。

◆市営住宅維持管理事業 47,444

◎平成２２年度から順次実施する泉団地１～４号棟(４棟９６戸)
　大規模改修工事のための実施設計などを行なう。

◆泉団地大規模改修事業 25,200

（４）地域情報化の推進
１．情報化の推進 51,857 ・市民の利便性の向上及び行政の効率化を図るため、電子申請・届出 企画政策部

　システムを運用し、行政手続等のオンライン化を推進する。
◆地域情報化推進事業 43,773

・契約の基本である透明性、競争性、公正性の更なる確保の観点から 総　務　部

　電子入札を段階的に拡大実施する。
◆契約課事務費 8,084

４．活気あふれるいきいきとしたまち　　　　676,720　千円
◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要

◆予算書の事業名　　

（１）商業、工業、農業の振興
１．商業、工業、農業の振興 651,632 ・勤労者の福祉の向上･雇用の安定を目指し、講演会を実施する。 市民経済部

・本市ホームページを活用した市内事業所等の求人の情報提供を
　行う。

 ◆雇用対策事業 1,021

○金融機関への預託金を増額し、市制度融資枠を拡大するとともに、
　その利子の一部を補給する。

 ◆中小企業振興事業 561,353

・地域経済活性化の推進団体である商工会議所の事業に対し補助する
 ◆商工会議所補助事業 21,000

・商店街の街路灯電気料及び維持管理に対し補助する。
 ◆商店街共同施設管理補助事業 2,210

◎プレミアム付商品券を発行することにより、市民の消費拡大を通し
　市内商店街の活性化を図る。

 ◆プレミアム付市内共通商品券発行支援事業 11,000

◎緊急経済対策の一環として、市内小規模事業者に対し、市公共施設
　の修繕の発注を行う。

◆緊急地域経済対策事業 50,000

・都市型観光事業を推進し、活力あるまちづくりを行う。
 ◆観光振興事業 704

・健康でゆとりある市民生活の確保を図り、良好な都市環境の形成と
　地域社会と調和した農地の有効利用を図るため、市民農園整備を行
　う。

 ◆市民農園整備事業 1,749

・都市農業振興のため、都市景観の保全による営農環境改善並びに
　団体補助による農業後継者育成及び指導体制の強化を図る。

 ◆都市農業振興活動支援事業 595

・農業生産環境の確保及び農業生産向上を図るため、基盤整備の一環

  として農道整備を行う。
◆農道整備事業 2,000

（２）新しい産業の育成
１．新しい産業の育成 4,120 ・新技術・新産業の創出を図るための産学官連携プラットホーム委託 市民経済部

　事業を実施する。
◆産学官連携事業 2,600

・団塊世代を中心とした意欲ある起業家を対象としたコミュニティ
　ビジネス起業塾を開催する。

◆コミュニティビジネス推進事業 1,520

（３）都市間・国際間交流の促進
１．都市間･国際間交流の促進 20,968 ・国際交流協会への助成 総　務　部

 ◆国際交流推進事業 11,425

・生徒海外研修の実施 教育委員会
　　姉妹都市タスカルーサ市での英語研修及び文化交流（吹奏楽部）
　の実施。

◆高等学校総務事務費 9,543

予  算 事業費事　　　項

担 当 部予  算 事業費

担 当 部

事　　　項


